
 平 成 ２ ６ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 
 Ａ   Ｉ  
 Ｄ  Ｄ 総  合  種  

 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 １ ２ 時 １ ０ 分

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ  
   問 題 番 号 ご と の 解 答 数   

 
科    目 

第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

試験問題 

ページ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－ 1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５   ５   ５   ５  ５  ５  ５  ５  ５  ５  Ｎ－ 7 ～ 19

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５  ５  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－20 ～ 26

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０１N９２１１２３４                生年月日  昭和５０年３月１日 

           

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

Ｎ

4

5

6

7

8

9
             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

  
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 
 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｎ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ｂ－ｃ間に蓄えられる電荷は、 (ア） マイクロクーロン

である。 (５点)

① ６０ ② ７５ ③ ９０ ④ １０５ ⑤ １２０

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間に正弦波の交流電圧１４４ボルトを加えた場合、力率

(抵抗Ｒに流れる電流ＩＲと回路に流れる全電流Ｉとの比)が０.８であるとき、容量性リアク

タンスＸＣは、 (イ) オームである。 (５点)

① １５ ② １８ ③ ２１ ④ ２４ ⑤ ２７

(３) 中空のコイルの中を磁束が貫いているとき、電磁誘導によってコイルに誘起される起電力の

大きさは、磁束の (ウ) に比例する。 (５点)

① 最大値 ② 変化率 ③ 漏洩量 ④ 磁路長 ⑤ 密 度
えい

(４) Ｒオームの抵抗、Ｌヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路の

共振周波数は、 (エ) ヘルツである。 (５点)

１ Ｒ １① ② ③
２π ＬＣ ２π ＬＣ ２πＬＣ

Ｒ １④ ⑤２πＬＣ ２πＬＣ

Ｅ＝１５

Ｃ１＝１２

図１

Ｃ２＝６

Ｃ３＝３

Ｃ４＝６

ａ ｂ ｃ

Ｖ

μＦ

μＦ μＦ

μＦ

図２

ａ

ｂ

Ｒ=１８ ＸＣΩ

Ｉ

ＩＲ

Ｖ=１４４ Ｖ



Ｎ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体中の自由電子又は正孔に濃度差があるとき、自由電子又は正孔が濃度の高い方から低い

方に移動する現象は、 (ア) といわれる。 (４点)

① 拡 散 ② 整 合 ③ ドリフト ④ 再結合 ⑤ 帰 還

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＣＣを１０ボルト、ＲＣを３キロオームとするとき、

コレクタ電流ＩＣを２ミリアンペアとするには、ベースバイアス抵抗ＲＢを (イ) キロオー

ムにする必要がある。ただし、直流電流増幅率ｈＦＥを１００、ベース－エミッタ間の電圧ＶＢＥ

を０.６４ボルトとする。 (４点)

① １６２ ② １６５ ③ １９７ ④ ２３２ ⑤ ２３５

(３) 半導体光素子について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アバランシホトダイオードは、電子なだれ増倍現象による電流増幅作用を利用した受光素

子であり、光検出器などに用いられる。

Ｂ ＰＩＮホトダイオードは、３層構造の受光素子であり、電流増幅作用は持たないが、アバ

ランシホトダイオードと比較して動作電圧が低い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 接合型電界効果トランジスタは、ゲート電極に加える電圧を変化させることにより空乏層

の大きさを変化させ、ドレイン－ソース間を流れる電流を制御する半導体素子である。

Ｂ ＭＯＳ型電界効果トランジスタは、金属、酸化膜及び半導体の３層構造から成り、ソース

電極に加える電圧を変化させることにより反転層の大きさを変化させ、ドレイン－ゲート間

を流れる電流を制御する半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ある特定の用途のために設計、製造された集積回路は、一般に、 (オ) といわれ、ゲー

トアレイなどがある。 (４点)

① ＣＭＯＳ ② ＡＳＩＣ ③ ＶＬＳＩ ④ ＤＲＡＭ ⑤ ＨＥＭＴ

ＢＥＶ

Ｒ

ＩＣ
ＩＢ

Ｃ

Ｃ

ＲＢ
ＶＣ



Ｎ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ア) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図２で示される。 (５点)

図１

図２

(２) 表に示す２進数のＸ１、Ｘ２を用いて、計算式(乗算)Ｘ０ ＝ Ｘ１×Ｘ２からＸ０を求め、２進

数で表示したとき、Ｘ０ の先頭から(左から)５番目と６番目と７番目の数字を順に並べると、

(イ) である。 (５点)

① ００１ ② ０１１ ③ １００ ④ １０１ ⑤ １１１

２進数

Ｘ１ ＝ １１００１１

Ｘ２ ＝ １００１１

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ



Ｎ－4

(３) 図３に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図４に示す入力がある場合、図３の出力ｃは、図４の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５ ⑥ ｃ６

図３

図４

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ

④ Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

c6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ｎ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電圧が (ア) ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.９デシベル、増幅器の利得が３８デシベルのとき、電圧計の読みは、５５０

ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力イ

ンピーダンスはすべて同一値で、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ３.９ ② ６.５ ③ ３３ ④ ３９ ⑤ ６５

(２) 一様なメタリック線路の減衰定数は線路の一次定数により定まり、 (イ) によりその値

が変化する。 (５点)

① 信号の振幅 ② 信号の周波数 ③ 減衰ひずみ ④ 負荷インピーダンス

(３) 図２に示すアナログ伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が (ウ)

ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.００５ミリワットであるとき、この伝

送路の受端におけるＳＮ比は４０デシベルである。 (５点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(４) 図３に示すように、異なる特性インピーダンスＺ０１、Ｚ０２ の線路を接続して信号を伝送した

とき、その接続点における電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は、 (エ) で表される。

(５点)

① １＋ｍ ② ｍ ③ １－ｍ ④ －ｍ

電圧計

図１ ３：５

発振器 電気通信回線

巻線比 終端抵抗

変成器

Ｖ
増
幅
器

２０ kｍ

図３

伝送方向 接続点

ｍ
電圧反射係数

02Ｚ01Ｚ

信号電力

雑音電力

受端送端

信
号
源

信号時

無信号時

図２

Ｚ

Ｚ
0.005

Ｚ０

Ｚ０

mＷ〔 　〕

mＷ〔　 〕

(ウ

(



Ｎ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信に用いられる光変調には、レーザダイオードなどの光源の駆動電流を変化させ

て変調する (ア) 変調と、光源の出力光を外部の変調器に導いて変調する外部変調がある。

(４点)

① 位 相 ② デルタ ③ 直 接 ④ 相 互 ⑤ 周波数

(２) デジタル伝送方式における雑音について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に

変換するときの誤差により生ずる雑音は避けられない。

Ｂ ＰＣＭ伝送において発生する特有の雑音には、量子化雑音、ランダム雑音、熱雑音などが

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 双方向多重伝送に用いられる (ウ) は、上り方向と下り方向の伝送に対して時間差を設

けることにより双方向伝送を実現しており、ピンポン伝送ともいわれる。 (４点)

① ＳＤＭ ② ＷＤＭ ③ ＴＤＭ ④ ＴＣＭ ⑤ ＦＤＭ

(４) 光アクセスネットワークの形態の一つに、スター型のネットワーク構成をとり、事業者側装

置とユーザ宅内装置が光ファイバで１対１で接続される (エ) 方式がある。 (４点)

① ＳＳ ② ＰＤＳ ③ ＰＯＮ ④ ＡＤＳ ⑤ ＶＰＮ

(５) 光ファイバ中の屈折率の変化(揺らぎ)によって光が散乱する現象は (オ) 散乱といわれ、

これによる損失は光波長の４乗に反比例し、光損失の要因の一つとなる。 (４点)

① ブリルアン ② ラマン ③ ミー ④ コンプトン ⑤ レイリー



Ｎ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 通話中の着信側デジタルコードレス電話機では、電話機(子機)の送受器をオンフックし、子

機から通信チャネルを介して接続装置(親機)に通信が終了したことが伝わると、一般に、親機

は電気通信回線へ (ア) 信号を送出する。 (２点)

① フッキング ② 保 留 ③ 終 話 ④ 課 金 ⑤ リバース

(２) 図はデジタル式ＰＢＸの内線回路のブロック図を示したものである。図中のＷは (イ)

であり、Ｙは (ウ) を表す。 (２点×２＝４点)

① リングトリップ回路 ② 変調器 ③ ２線－４線変換回路

④ 通話電流供給回路 ⑤ 符号器 ⑥ 復号器

⑦ 過電圧保護回路 ⑧ 復調器 ⑨ 時分割通話路

(３) ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べ

た次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ デジタル回線終端装置は、一般に、電気通信事業者側から遠隔給電されないため、ユーザ

宅内の商用電源などからのローカル給電により動作する。

Ｂ ＩＳＤＮ端末側からデジタル回線終端装置へは給電されないが、デジタル回線終端装置か

らＩＳＤＮ端末側へは給電されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 通信機器は、周辺装置から発生する電磁ノイズの影響を受けることがある。電磁妨害が存在

する環境で、機器、装置又はシステムが性能低下せずに動作することができる能力は、ＪＩＳ

Ｃ ６００５０－１６１：１９９７ＥＭＣに関するＩＥＶ用語において、 (オ) と規定され

ている。 (２点)

① 電磁感受性 ② イミュニティ ③ 妨害電磁界強度

④ 電磁遮蔽 ⑤ エミッション

音
声
情
報

ＸＶ

平
衡
回
路
網

Ｙ
(上り)

(下り)
Ｚ

電
話
機

呼
出
信
号

試
験
装
置

監
視
信
号

Ｗ

呼
出
信
号
制
御
回
路

試
験
引
込
み
回
路 直

流
監

視
回
路



Ｎ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＧＥ－ＰＯＮシステムで用いられているＯＬＴ及びＯＮＵの機能などについて述べた次の二

つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ ＧＥ－ＰＯＮの上り信号は光スプリッタで合波されるため、各ＯＮＵからの上り信号が衝

突しないよう各ＯＮＵがＯＬＴに対して送信許可を通知することにより、上り信号を時間的

に分離して衝突を回避している。

Ｂ ＧＥ－ＰＯＮには、マルチポイントＭＡＣコントロール副層の機能として、大きく分けて

Ｐ２ＭＰディスカバリに関するものと、上り帯域制御に関するものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔ Ｔｙｐｅ２として標準化された、一般に、ＰｏＥ Ｐｌｕｓといわれる

規格では、ＰＳＥの１ポート当たり、直流５０～５７ボルトの範囲で最大 (イ) を、ＰＳＥ

からＰＤに給電することができる。 (２点)

① １５.４ワットの電力 ② ６８.４ワットの電力

③ ３５０ミリアンペアの電流 ④ ４５０ミリアンペアの電流

⑤ ６００ミリアンペアの電流

(３) ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１において標準化されたＳＩＰは、単数又は複数の相手とのセッショ

ンを生成、変更及び切断するための (ウ) 制御プロトコルであり、ＩＰｖ４及びＩＰｖ６

の両方で動作する。 (２点)

① データリンク層 ② トランスポート層 ③ アプリケーション層

④ インターネット層 ⑤ ネットワーク層

(４) ＳＩＰサーバは、ユーザエージェントクライアント(ＵＡＣ)の登録を受け付ける (エ) 、

受け付けたＵＡＣの位置を管理するロケーションサーバ、ＵＡＣからの発呼要求などのメッセー

ジを転送するプロキシサーバ、ＵＡＣからのメッセージを再転送する必要がある場合に、その

転送先を通知するリダイレクトサーバから構成される。 (２点)

① レジストラ ② プロトコル変換 ③ ＤＨＣＰ

④ ＲＡＤＩＵＳ ⑤ ＳＩＰアプリケーション

(５) ＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮの特徴などについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(２点)

Ａ 変調方式にＯＦＤＭ(Orthogonal Frequency Division Multiplexing 直交周波数分割多重)

を用いているものは、６.９ＧＨz帯の無線ＬＡＮである。

Ｂ ５ＧＨz帯の無線ＬＡＮでは、ＩＳＭバンドとの干渉によるスループットの低下がない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける回線交換モードについて述べた次の二つの

記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 呼設定のための情報は、Ｄチャネルを使用して転送される。

Ｂ 呼設定終了後、ユーザ情報の転送に使用できるレイヤ２プロトコルは、Ｘ.２５のレイヤ２

プロトコルと同じＬＡＰＢに限定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの機能群について述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (２点)

Ａ ＮＴ２には、交換や集線などの機能のほか、レイヤ２及びレイヤ３のプロトコル処理機能

を有しているものがあり、一般に、ＮＴ２はＴＥとＮＴ１の間に設置される。

Ｂ ＴＥには、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに準拠しているＴＥ１があり、一般に、

ＴＥ１はＴＡを介してＮＴ２に接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースを用いた通信につ

いて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ウ) である。 (２点)

① 最大８台までの端末を接続できる。

② 最大２回線の電話回線として利用できる。

③ ＤＳＵとＴＥ間の配線構成はポイント・ツー・ポイントだけである。

④ 伝送路符号として、ＨＤＢ３符号を用いている。

⑤ Ｄチャネルのチャネル速度は、３２キロビット／秒である。

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＴＥＩが自動割当てのＴＥは、ＴＥＩを

取得するために、データリンクコネクション識別子(ＤＬＣＩ)の (エ) に設定した放送

モードの非番号制情報(ＵＩ)フレームにより、網に対してＴＥＩ割当て要求メッセージを送出

する。 (２点)

① ＳＡＰＩ値を０、ＴＥＩ値を０ ② ＳＡＰＩ値を０、ＴＥＩ値を６３

③ ＳＡＰＩ値を６３、ＴＥＩ値を０ ④ ＳＡＰＩ値を６３、ＴＥＩ値を１２７

⑤ ＳＡＰＩ値を１２７、ＴＥＩ値を６３

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３のメッセージは、共通部と個別部

から成る。共通部は、すべてのメッセージに共通に含まれており、大別して、 (オ) 、

呼番号及びメッセージ種別といわれる三つの情報要素から構成されている。 (２点)

① 情報要素識別子 ② ユーザ情報 ③ プロトコル識別子

④ 宛先アドレス ⑤ 送信元アドレス
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＴＵ－Ｔ Ｇ.９９２.１及びＧ.９９２.２において標準化されたＡＤＳＬの変調方式は、ＤＭＴ

といわれ、帯域幅が (ア) キロヘルツのサブキャリアを多数配置することにより広い帯域を

細かく区切り、個々に独立した帯域を使用するもので、ＩＴＵ－Ｔ Ｇ.９９２.１とＧ.９９２.２

では、サブキャリアの配置される個数が異なる。 (２点)

① ３.４ ② ４.０ ③ ４.８ ④ ７.２ ⑤ ９.６

(２) ＧＥ－ＰＯＮでは、ＯＬＴからの下り信号が放送形式でＯＬＴ配下の全ＯＮＵに到達するため、

各ＯＮＵは受信フレームの取捨選択をイーサネットフレームの (イ) に収容されたＬＬＩＤ

(Logical Link ID)といわれる識別子を用いて行っている。 (２点)

① ＰＡＤ(Padding Bit) ② ＤＡ(Destination Address)

③ ＳＡ(Source Address) ④ ＦＣＳ(Frame Check Sequence)

⑤ ＰＡ(PreAmble)

(３) 広域イーサネットなどにおいて用いられるＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳ網内でイーサネットフ

レームを転送する技術であり、ユーザネットワークのアクセス回線から転送されたイーサネッ

トフレームは、一般に、ＭＰＬＳドメインの入口にあるラベルエッジルータでＰＡ(PreAmble/

SFD)とＦＣＳが除去され、レイヤ２転送用の (ウ) とＭＰＬＳヘッダ(Shimヘッダ)が付与

される。 (２点)

① ＶＬＡＮタグ ② ＩＰヘッダ ③ ＴＣＰヘッダ

④ ＭＡＣヘッダ ⑤ ＶＣラベル

(４) ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおいて、ＡＴＭ網が輻輳状態に陥ったときなどに、
ふくそう

優先的に破棄されるセルは、ＡＴＭセルのヘッダ部にあるＣＬＰ(Cell Loss Priority)フィー

ルドのビット値が (エ) である。 (２点)

① ０ ② １ ③ １０ ④ １１ ⑤ １００

(５) ＩＰｖ６又はＩＰｖ４での中継ノード(ルータなど)で転送されるパケットの分割処理につい

て述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ ＩＰｖ６では、送信元ノードのみがパケットを分割することができ、中継ノードはパケット

を分割しないで転送するため、送信元ノードは、ＰＭＴＵＤ(Path MTU Discovery)機能により、

あらかじめ送信先ノードまでの間で転送可能なパケットの最大長を検出する。

Ｂ ＩＰｖ４では、中継ノードで転送されるパケットのＤＦビット値が０の場合は、パケットの

送信元から送信先までのパスにおいて、パスの最小ＭＴＵ値より大きなパケットは分割して

転送される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計１０点)

(１) ある回線群の使用状況をＴ時間調査したところ、運ばれた呼量がａｃアーラン、運ばれた

呼数がＣ呼であった。この回線群で運ばれた呼の平均回線保留時間は、 (ア) 秒である。

(２点)

ａｃ×Ｃ ａｃ×Ｃ×３,６００ ａｃ×Ｃ×６０
① ② ③Ｔ×６０ Ｔ Ｔ

ａｃ×Ｔ ａｃ×Ｔ×３,６００ ａｃ×Ｔ×６０
④ ⑤ ⑥Ｃ×６０ Ｃ Ｃ

(２) 即時式完全線群において、同じ呼損率のときには、出回線束が大きくなるに従って

(イ) は高くなる。また、同じ出回線束のときには、呼損率が大きくなるに従って

(イ) は高くなる。 (２点)

① 呼の生起率 ② 入線能率 ③ 出線能率

④ 出線閉塞率 ⑤ 待合せ率

(３) あるコールセンタのオペレータ席への平常時における電話着信状況を１時間調査したところ、

５人のオペレータが顧客対応をしたとき、顧客を待たせず応対できた数が１３５件、すべての

オペレータが応対中のため顧客が応対待ちとなった数が１５件であった。この応対待ちとなる

確率を０.０２以下にするには、表を用いて算出すると、少なくとも (ウ) 人のオペレータ

の増員が必要となる。 (２点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ６ ⑤ ７

待時式完全線群負荷表 単位：アーラン

M(0) M(0)
0.01 0.02 0.05 0.10 0.01 0.02 0.05 0.10

ｎ ｎ

１ 0.01 0.02 0.05 0.10 ６ 1.76 2.05 2.53 3.01
２ 0.15 0.21 0.34 0.50 ７ 2.30 2.63 3.19 3.73
３ 0.43 0.56 0.79 1.04 ８ 2.87 3.25 3.87 4.46
４ 0.81 0.99 1.32 1.65 ９ 3.46 3.88 4.57 5.22
５ 1.26 1.50 1.91 2.31 10 4.08 4.54 5.29 5.99

(凡 例) Ｍ(0)：待合せ率 ｎ：出回線数

(４) スイッチングハブのフレーム転送方式におけるフラグメントフリー方式は、有効フレームの

先頭から (エ) フレームを転送する。 (２点)

① 宛先アドレスまでを受信した後、フレームが入力ポートで完全に受信される前に

② 宛先アドレスと送信元アドレスまでを受信した後、フレームが入力ポートで完全に

受信される前に

③ ６４バイトまでを受信した後、異常がなければ

④ ＦＣＳまでを受信した後、異常がなければ
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(５) ネットワークを構成する機器であるレイヤ３スイッチについて述べた次の記述のうち、誤っ

ているものは、 (オ) である。 (２点)

① レイヤ３スイッチには、一般に、ＭＡＣアドレスに基づき受信したフレームを中継

するレイヤ２処理部とＩＰアドレスに基づき受信したパケットを中継するレイヤ３

処理部がある。

② レイヤ３スイッチは、一般に、ＶＬＡＮ(Virtual LAN)機能により、ＶＬＡＮと

して分割したネットワークを相互に接続することができる。

③ レイヤ３スイッチでは、ＲＩＰ(Routing Information Protocol)やＯＳＰＦ(Open

Shortest Path First)といわれるルーティングプロトコルを用いることができる。

④ レイヤ２に対応したレイヤ３スイッチは、受信したフレームの送信元ＭＡＣアド

レスを読み取り、アドレステーブルに登録されているかどうかを検索し、登録され

ていない場合はアドレステーブルに登録する。

⑤ レイヤ３スイッチは、一般に、ＬＡＮスイッチともいわれ、単一のネットワークアド

レスを持つサブネットに限定して用いられる。

第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ウイルスに感染したＵＳＢメモリなどの外部記憶媒体がＷｉｎｄｏｗｓ系ＯＳを使用してい

るパーソナルコンピュータ(ＰＣ)に接続されると、ＯＳの (ア) 機能によりＰＣが感染す

るおそれがある。 (２点)

① ライブラリ ② デフラグ ③ リフレッシュ

④ アップデート ⑤ オートラン

(２) 認証を要求する複数のシステムが存在する場合、一般に、個々のシステムごとに認証を行う

必要があるが、最初に認証を行えば個々のシステムへのアクセスにおいて認証を不要とする機

能は、一般に、 (イ) といわれる。 (２点)

① ワンタイムパスワード ② アドレススキャン ③ シングルサインオン

④ ＲＡＤＩＵＳ認証 ⑤ ＣＨＡＰ認証

(３) ネットワーク上での攻撃などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ネットワーク上を流れるＩＰパケットを盗聴して、そこからＩＤやパスワードなどを拾い

出す行為は、ＩＰスプーフィングといわれる。

Ｂ ＩＰアドレスを詐称することにより、そのＩＰアドレスの保持者になりすまし、ハッキン

グなどを行う行為は、パケットスニッフィングといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ウイルスを検知する仕組みの違いによる方式区分において、コンピュータウイルスに特徴的

な挙動の有無を調べることによりコンピュータウイルスを検知するものは、一般に、 (エ)

方式といわれる。 (２点)

① データマイニング ② チェックサム

③ パケットフィルタリング ④ ヒューリスティック



Ｎ－13

(５) セキュリティ強化による防犯対策について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 一つの監視エリアにおいて、入室記録のある人物が退出記録がないのにまた入室したり、

退出記録があるのにまた退室するといった矛盾した状態が発生していないかを監視する機能

は、一般に、アンチパスバック機能といわれる。

Ｂ 席を離れる際にシャットダウン、ログオフ、パスワード付きのスクリーンセーバ設定など

を行うことにより端末の情報を盗み見られないようにすることは、一般に、クリアデスクと

いわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) アクセス系設備に用いられるメタリック平衡対ケーブルの仕様について述べた次の二つの記

述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 架空線路設備に用いられるＣＣＰケーブルの最大対数は１００対であり、最も細い心線径

は０.６５ミリメートルである。

Ｂ 地下線路設備に用いられるＰＥＣケーブルの最大対数は１,０００対であり、最も細い心線

径は０.５ミリメートルである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図は、アンダーカーペット配線方式によるボタン電話装置の設置工事に用いられる対数が

１０Ｐの通信用フラットケーブルの断面の概略を示したものである。この通信用フラットケー

ブルの対番号３を使用して内線電話機に接続する場合、第１種心線及び第２種心線の絶縁体の

色が (イ) の対を選定すればよい。 (２点)

① 赤及び白 ② 紫及び白 ③ 緑及び白 ④ 青及び茶 ⑤ 黄及び茶

(３) デジタルボタン電話主装置の筐体に施す (ウ) 接地工事では、一般に、接地線として
きょう

ＩＶ線を使用し、また、接地抵抗は１００オーム以下としなければならない。 (２点)

① Ａ種 ② Ｂ種 ③ Ｃ種 ④ Ｄ種 ⑤ 系 統

遮蔽テープ

対番号１

絶縁体

対番号２ 対番号３ 対番号１０

中間被覆

接地線

銅線
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(４) 日本電線工業会規格(ＪＣＳ)で規定されている、ＥＣＯケーブルの耐燃性ポリエチレンシー

ス通信用構内ケーブル(耐燃ＰＥシースケーブル)を用いたデジタル式ＰＢＸの配線工事などに

ついて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 火災時において、耐燃ＰＥシースケーブルは燃焼しても有害なハロゲン系ガスを発生しな

いが、ポリ塩化ビニル(ＰＶＣ)シースケーブルと比較して発煙濃度が高いため、呼吸困難な

どの二次災害に注意する必要がある。

Ｂ 耐燃ＰＥシースケーブルを配管内に敷設するときにケーブルシースの表面が擦れて生じた

白化現象は、一般に、ケーブルの電気特性に影響を及ぼすことはなく、直ちにケーブルを張

り替える必要はない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う内線関連の機能確認試験のうち、 (オ) 試験

では、内線電話機Ａと内線電話機Ｂが通話しているときに、内線電話機Ｂがフッキング操作な

どにより、内線電話機Ａとの通話を保留して内線電話機Ｃを呼び出した後、オンフックするこ

とにより内線電話機Ａと内線電話機Ｃが通話状態になることを確認する。 (２点)

① コールピックアップ ② コールパーク ③ リセットコール

④ コールウエイティング ⑤ コールトランスファ

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、バス配線の正常性(終端抵抗の数)確認を

行うため、ＤＳＵと端末をすべて取り外してバス配線とモジュラジャックのみとし、ＤＳＵに

接続されていた側から送信線(ＴＡ－ＴＢ間)の終端抵抗値を測定したところ２５オームであった。

このことから、送信線には終端抵抗付きモジュラジャックが (ア) 個、取り付けられて

いると判断できる。ただし、バス配線は正しく、測定値は終端抵抗のみの値とし、モジュラ

ジャックには正規の終端抵抗が取り付けられているものとする。 (２点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける、ポイント・ツー・ポイント構成での装置

間の配線距離などについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 接続用ジャックとＴＥとの間には、最長２５メートルまでの長さの延長接続コードの使用

が可能である。

Ｂ ＮＴとＴＥ間の線路(配線とコード)の総合減衰量は、９６キロヘルツにおいて６デシベル

を超えてはならないとされている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのポイント・ツー・マルチポイント構成において、

バス配線上に２台のＴＡが接続され、各ＴＡにはアナログ端末がそれぞれ２台ずつ接続されて

いる場合、さらにバス配線上に追加して接続可能なＩＳＤＮ専用端末は、最大 (ウ) 台で

ある。 (２点)

① ４ ② ６ ③ ８ ④ １０ ⑤ １２
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(４) 光ケーブル配線設備として用いられる金属ダクトについて、電気設備の技術基準の解釈では、

金属ダクトに収める電線の断面積(絶縁被覆の断面積を含む)の総和は、ダクト内部断面積の

２０パーセント以下、電光サイン装置、出退表示灯その他これらに類する装置又は制御回路な

どの配線のみを収める場合は、 (エ) パーセント以下であることとされている。 (２点)

① ３０ ② ４０ ③ ５０ ④ ６０ ⑤ ７０

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４に規定されている水平配線の規格について述べた次の二つの

記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ チャネルの物理長は、１００メートルを超えてはならない。また、水平配線ケーブルの物

理長は、９０メートルを超えてはならない。

Ｂ 複数利用者通信アウトレットが使用される場合には、ワークエリアコードの長さは、１５

メートルを超えてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ６８２３：２０１０光ファイバ損失試験方法に規定するＯＴＤＲ法について述べ

た次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ ＯＴＤＲは、測定分解能及び測定距離のトレードオフを最適化するため、幾つかのパルス

幅と繰返し周波数とを選択できる制御器を備えていてもよい。

Ｂ 短距離測定の場合は、最適な分解能を与えるために、広いパルス幅が必要であり、長距離

測定の場合は、非線形現象の影響のない範囲内で光ピークパワーを小さくすることによって

ダイナミックレンジを大きくすることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１２ビルディング内光配線システムにおける、光ケーブ

ル施工時のけん引について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (イ) である。

なお、ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１２は、ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７の有効期限切れ

に伴い同規格を受け継いで光産業技術振興協会(ＯＩＴＤＡ)が技術資料として策定、公表して

いるものである。 (２点)

① 光ケーブルをけん引する場合で強い張力がかかるときには光ケーブルけん引端と

けん引用ロープとの接続に撚り返し金物を取り付け、光ケーブルのねじれ防止を図る。
よ

② 光ケーブルのけん引張力が大きい場合、中心にテンションメンバが入っている光

ケーブルはケーブルグリップを取り付け、けん引端を作成する。

③ 光ケーブルの中心にテンションメンバが入っていない光ケーブルに大きなけん引

張力がかかる場合、現場付プーリングアイを取り付ける。

④ けん引張力が大きい場合、テンションメンバが鋼線のときは、その鋼線を折り曲

げ、鋼線に３回以上巻き付け、ケーブルのけん引端を作成する。

⑤ 光ケーブルのけん引速度は、布設の効率性を考慮し、１分当たり３０メートル以

下を目安とする。



Ｎ－16

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図１に示す設計において、カテゴリ６要素を使ったク

ラスＥのチャネルの場合、パッチコード／ジャンパ及び機器コードの長さの総和が１３メート

ルのとき、幹線ケーブルの最大長は、 (ウ) メートルとなる。ただし、使用温度は２０℃、

コードの挿入損失dＢ／ｍは幹線ケーブルの挿入損失dＢ／ｍに対して５０パーセント増と

する。 (２点)

① ７８.０ ② ７９.５ ③ ８０.５ ④ ８１.０ ⑤ ８２.５

図１

(４) ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂ.２－１０の規格による、情報配線システムの工事完

了時に実施する試験には、一般に、フィールドテスタ、ケーブルテスタなどといわれる専用の

機器が使用され、カテゴリ６Ａケーブル用には、 (エ) に適合したフィールド試験器を用

いた試験と認証が推奨されている。 (２点)

① 測定確度レベルⅡ ② 測定確度レベルⅡｅ

③ 測定確度レベルⅢ ④ 測定確度レベルⅢｅ

ＥＱＰＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード 機器コード

幹線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

チャネル

Ｃ

パッチコード／
　ジャンパ

Ｃ = 接続点(対接続)
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(５) 図２は、ＪＩＳ Ｃ ６８２３:２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法による

不連続点での測定波形の例を示したものである。この測定波形のCからEの区間は、 (オ)

のＯＴＤＲでの測定波形を表示している。ただし、ＯＴＤＲ法による測定で必要なスプライス

又はコネクタは、低挿入損失かつ低反射であり、ＯＴＤＲ接続コネクタでの初期反射を防ぐた

めの反射制御器として光ファイバを使用している。また、測定に用いる光ファイバには、マイ

クロベンディングロスがないものとする。 (２点)

① 被測定光ファイバの入力端から被測定光ファイバの終端まで

② 被測定光ファイバの融着接続点から被測定光ファイバの終端まで

③ ダミー光ファイバの入力端からダミー光ファイバの出力端まで

④ ダミー光ファイバの出力端から被測定光ファイバの融着接続点まで

図２

第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８－Ｂの規格において、配線要素、配線とも (ア) と

定義されている平衡ケーブルは、ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の平衡配線についての性能規

定において、カテゴリ５要素、クラスＤ平衡ケーブル配線性能として提供されている平衡配線

に相当し、最高規定周波数は１００メガヘルツである。 (２点)

① カテゴリ５ ② カテゴリ５ｅ ③ カテゴリ６

④ カテゴリ６Ａ ⑤ カテゴリ７

距 離

Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
　
信
号
レ
ベ
ル




d
Ｂ

A
B

C

D

雑音レベル

E
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(２) 図１に示す、メタリックケーブルを用いて電話共用型ＡＤＳＬサービスを提供するための設備

の構成において、ＡＤＳＬ信号の伝送品質を低下させる要因となるおそれがあるブリッジタッ

プの箇所について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 幹線ケーブルと同じ対数の分岐ケーブルの心線がマルチ接続され、幹線ケーブルの心線が

下部側に延長されている箇所(図中a)

Ｂ 幹線ケーブルとユーザへの引込線の接続点において、ユーザへの引込線と接続した幹線ケー

ブルの心線の下部側を切断してある箇所(図中b)

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図１

(３) 労働安全衛生規則に規定されている、墜落等による危険の防止について述べた次の二つの記

述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ 高さが２メートル以上の箇所で作業を行う場合において、大雨等の悪天候のため、当該作

業の実施について危険が予想されるときは、事前に危険予知ミーティング等で十分注意喚起

したうえで作業を行うこととされている。

Ｂ 脚立を使用する場合、脚と水平面との角度を７５度以下とし、折りたたみ式のものでは、

その角度を確実に保つための金具を備えたものを使用することとされている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ケーブル終端

電気通信事業者の装置 分岐ケーブル

ユーザへの引込線

下部側を切断

ケーブル終端

マルチ接続

a b幹線ケーブル
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(４) 図２～図５は、施工管理における基本的な管理項目である工程、原価及び品質について、そ

れぞれの関係をａ、ｂ及びｃの曲線で示したものである。三つの管理項目の一般的な関係を示

している図として正しいものは、 (エ) である。 (２点)

① 図２ ② 図３ ③ 図４ ④ 図５

図２ 図３

図４ 図５

(５) 図６に示すアローダイアグラムについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 結合点(イベント)番号５の最早結合点時刻(日数)は１５日であり、最遅結合点時刻(日数)

は１６日である。

Ｂ 作業Ｇが２日短縮されると、全体工期は２日短縮される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

図６

３日

５日 ３日

５日

４日６日

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｄ

作業Ｃ 作業Ｅ

作業Ｆ

作業Ｇ

５日

３ ５

６４

２１ ７

品
質

工程

a

b

c

０

速い

原
価

高
い

良
い

品
質

工程

a
b

c

０

速い

原
価

高
い

良
い

品
質

工程

a

b

c

０

速い

原
価

高
い

良
い

品
質

工程

a

b

c

０

速い

原
価

高
い

良
い
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢端末設備の接続の技術基準｣又は電気通信事業法施行規則に規定

する｢利用者からの端末設備の接続請求を拒める場合｣について述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (ア) である。 (４点)

① 端末設備の接続の技術基準は、電気通信回線設備を利用する他の利用者に迷惑を及

ぼさないようにすることが確保されるものとして定められなければならない。

② 端末設備の接続の技術基準は、電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を

与えないようにすることが確保されるものとして定められなければならない。

③ 端末設備の接続の技術基準は、電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用

者の接続する端末設備との責任の分界が明確であるようにすることが確保されるもの

として定められなければならない。

④ 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の

請求を受けたときは、その接続が指定認定機関で定める品質規格を満たさない場合を

除き、その請求を拒むことができない。

⑤ 電気通信事業者は、利用者から、端末設備であって電波を使用するもの(別に告示

で定めるものを除く。)及び公衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なも

のの接続の請求を受けた場合は、その請求を拒むことができる。

(２) 電気通信事業法に規定する｢基礎的電気通信役務の提供｣及び｢利用の公平｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 基礎的電気通信役務を提供する電気通信事業者は、その適切、公平かつ安定的な提供に努

めなければならない。

Ｂ 電気通信事業者は、端末設備の技術基準適合認定審査の実施について、不当な差別的取扱

いをしてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 総務大臣は、電気通信事業の用に供する電気通信設備が総務省令で定める技術基準に適合し

ていないと認めるときは、当該電気通信設備を設置する電気通信事業者に対し、その技術基準

に適合するように当該設備を修理し、若しくは (ウ) することを命じ、又はその使用を制

限することができる。 (４点)

① 置 換 ② 休 止 ③ 調 整 ④ 設計変更 ⑤ 改 造

(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が総

務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者に対し、工事

担任者資格者証を交付する。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、その日

から２年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 総務大臣は、電気通信事業者が重要通信に関する事項について (オ) していないと認め

るときは、電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限度

において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。 (４点)

① 技術基準に適合 ② 運用方法を規定 ③ 適切に配慮

④ 管理規程を遵守 ⑤ 他の電気通信事業者と協議

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が

２００以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル

通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が

毎秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

② ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監

督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工

事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。

③ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下のものに

限る工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端

末設備等を接続するための工事を除く。

④ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、

主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監

督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

(２) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の再交付｣及び｢資格者証の返納｣について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者は、他の種別の工事担任者試験に合格したときは、工事担任者資格者証の再交

付の申請書に資格者証及び写真１枚を添えて、総務大臣に提出しなければならない。

Ｂ 工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処分を受けた日から１０日以内にその

資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者

証を発見したときも同様とする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｎ－22

(３) 端末機器の技術基準適合認定番号について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ デジタルデータ伝送用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最

初の文字は、Ｃである。

Ｂ インターネットプロトコル電話用設備に接続される端末機器に表示される技術基準適合認

定番号の最初の文字は、Ｅである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が有線電気通信法の規定に基

づく政令で定める技術基準に適合しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与え、

又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えると認めるときは、その妨害、危害又は

損傷の (エ) のため必要な限度において、その設備の使用の停止又は改造、修理その他の

措置を命ずることができる。 (４点)

① 発見及び改善 ② 把握及び対策 ③ 軽減又は救済

④ 調査及び分析 ⑤ 防止又は除去

(５) 総務大臣は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるときは、有線

電気通信設備を設置した者に対し、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは (オ) の

ために必要な通信を行い、又はこれらの通信を行うためその有線電気通信設備を他の者に使用

させ、若しくはこれを他の有線電気通信設備に接続すべきことを命ずることができる。(４点)

① 人命の救助又は治安の維持 ② 生活必需品の配布又は住民の避難

③ 水道、ガスの復旧又は食糧の供給 ④ 電力の供給の確保若しくは秩序の維持

⑤ 財産の保全若しくは住民の保護

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて２線式の接続形式で接続されるものをいう。

② インターネットプロトコル電話端末とは、端末設備であって、インターネットプロ

トコル電話用設備に接続されるものをいう。

③ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、デジタル方式により、専ら音響又は影像の伝送交換を目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

④ 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又はデジタル

データ伝送用設備に接続されるものをいう。

⑤ 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末又はインターネットプロトコル

移動電話端末の間に設定され、主として音声の伝送に使用する通信路をいう。
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(２) 責任の分界又は安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) で

ある。 (４点)

① 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするた

め、事業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

② 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備

から容易に切り離せるものでなければならない。

③ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上

であり、３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え６００

ボルト以下の交流の場合にあっては、０.４メガオーム以上である絶縁抵抗を有しなけ

ればならない。

④ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

⑤ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるよう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

(３) ｢鳴音の発生防止｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音を発生することを防止するために電気通信

事業者が定める条件を満たすものでなければならない。

Ｂ 鳴音とは、電気的又は光学的結合により生ずる発振状態をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備内において電波を使用する端末設備は、総務大臣が別に告示するものを除き、使用

する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところにより

判定を行い、空き状態である場合にのみ (エ) ものでなければならない。 (４点)

① 回線を認識する ② 通信路を設定する

③ チャネルを選択 ④ 電源回路を接続する

⑤ 電波を検出する

(５) ｢配線設備等｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等の評価雑音電力(通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定め

られる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。)は、絶対レベルで表した値で定常

時においてマイナス６４デシベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル

以下であること。

Ｂ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電

圧で測定した値で２メガオーム以上であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢発信の機能｣、｢緊急通報機能｣又は｢直流回路の電気的条件等｣について

述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過

後に選択信号の送出を開始するものであること。ただし、電気通信回線からの発信音

又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この

限りでない。

② 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後３分以内に直流回路を開

くものであること。

③ アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則に規定す

る電気通信番号を用いた警察機関、海上保安機関又は気象機関への緊急通報を発信す

る機能を備えなければならない。

④ ダイヤルパルスによる選択信号送出時における直流回路の静電容量は、３０マイク

ロファラド以下であること。

⑤ アナログ電話端末は、電気通信回線に対して音声周波以外の交流の電圧を加えるも

のであってはならない。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 信号周波数偏差は、信号周波数の±１.５％以内でなければならない。

Ｂ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいい、その値は３０ミリ秒以上でなけれ

ばならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 移動電話端末の｢基本的機能｣又は｢発信の機能｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (ウ) である。 (４点)

① 発信を行う場合にあっては、発信を要求する信号を送出するものであること。

② 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)

を切断する信号を送出するものであること。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後３分以内にチャネル(通

話チャネル及び制御チャネルをいう。)を切断する信号を送出し、送信を停止するも

のであること。

④ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は２回以内であること。ただし、最初

の発信から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

(４) 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、２０ミリアンペア

以上１２０ミリアンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上３００オーム以下でなけれ

ばならない。ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者の交換設備からアナログ電話端末

までの線路の直流抵抗値の和が (エ) 以下の場合にあっては、この限りでない。 (４点)

① ３０オーム以上１,５００オーム ② ５０オーム以上１,７００オーム

③ ７０オーム以上１,９００オーム ④ １００オーム以上２,０００オーム

⑤ １２０オーム以上２,２００オーム ⑥ １５０オーム以上２,５００オーム
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(５) 総合デジタル通信用設備に接続される端末設備の｢電気的条件等｣及び｢アナログ電話端末等と

通信する場合の送出電力｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び磁気的条件のいずれか

の条件に適合するものでなければならない。

Ｂ 総合デジタル通信端末がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話の用に供す

る場合を除き、総合デジタル通信用設備とアナログ電話用設備との接続点においてデジタル

信号をアナログ信号に変換した送出電力は、平均レベルでマイナス３dＢm以下でなければな

らない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① ケーブルとは、光ファイバ以外の絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

② 高周波とは、周波数が３,０００ヘルツを超える電磁波をいう。

③ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工作物を除く。

④ 離隔距離とは、線路と他の物体(線路を含む。)とが気象条件による位置の変化によ

り最も接近した場合におけるこれらの物の間の距離をいう。

⑤ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体のほか、つり線、支線などの

工作物を含めたものをいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線と他人の設置した架空電線等との関係｣及び｢架空電

線の支持物｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、架空強電流電線との水平距離がその架空電線若しくは架空強電流電線の支持

物のうちいずれか低いものの高さに相当する距離以下となるときは、総務省令で定めるとこ

ろによらなければ、設置してはならない。

Ｂ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上２.５メートル未満

の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 屋内電線と低圧の屋内強電流電線が３０センチメートル以下に接近する場合には、屋内電線

は、屋内強電流電線との離隔距離を１０センチメートル(屋内強電流電線が強電流裸電線である

ときは、３０センチメートル)以上とするように設置しなければならない。ただし、屋内強電流

電線が (ウ) ボルト以下である場合において、屋内電線と屋内強電流電線との間に絶縁性の

隔壁を設置するとき、又は屋内強電流電線が絶縁管(絶縁性、難燃性及び耐水性のものに限る。)

に収めて設置されているときは、この限りでない。 (４点)

① ３００ ② ４５０ ③ ５００ ④ ６００ ⑤ ７５０
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(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律における｢定義｣に規定されている、識別符号になり

得る符号の条件について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 当該利用権者等の署名を用いて総務大臣が定める方法により作成される符号であること。

Ｂ 当該アクセス管理者によってその内容をみだりに第三者に知らせてはならないものとされ

ている符号であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その

他 (オ) することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の

用に供されるものをいう。 (４点)

① 第三者は内容を解読 ② 外部からは容易に攻撃

③ 人の知覚によっては認識 ④ 本人以外は任意に改変

⑤ 不正な方法では内容を認証



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器、トランジスタなどの表記は、新図記号を用いています。 

      ［例］ 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 
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